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広島市早稲田公民館
OPEN 

T E L 

早稲田小学校・同ＰＴＡ、早稲田中学校・同ＰＴＡ、広島女学院大学､広島女学院ゲーンス幼稚園､東区
役所、早稲田学区社会福祉協議会、同自主防災連絡協議会、早稲田女性会ほか

・平成14年　早稲田公民館開設 開館、公民館運営委員会設置
　　　　　　　　友楽タイム実行委員会発足
　　　　　    　第１回友楽タイム（初年度月１回）
・平成15年　第１回早稲田ふれあいまつり（公民館まつり）
・平成21年～友楽タイム雪あそびを実施
・令和３年　 地域防災プラットフォーム設置
・令和５年～公民館に隣接する公園を防災公園として、早稲田
　　　　　　　　学区自主防災会連合会が整備し、かまどベンチなど
　　　　　　　　設置
　　　　　　　　早稲田ふれあいまつりで炊き出し訓練として活用

●地域団体で構成する早稲田学区社会福祉協議会を中心
に団体間の結びつきが強い地域で、公民館もその一員である。
多くの事業は、地域団体が主体となり公民館が共催・協働し
て実施している。
●写真上は、友楽タイムにおいて、子どもたちの防災意識を高
めるため、防災士と防災クッキングを行っている様子。
●写真下は、早稲田ふれあいまつりにおいて、公民館に隣接
する公園を防災公園として整備する一環で作ったかまどベンチ
で、炊き出し訓練をしている様子。

８．来館者数 合計 51,803人

９．職員数

12．公民館が実
施している、若しく
は、関わっている取
組・事業の分類

13．施設の特
徴、魅力

図書館 博物館 青少年教育施設 その他

ボランティア養成 地域資源を活用したまちづくり コミュニティ・スクール 社会人の学び直し

その他

8:30～22:00 H　P http://www.cf.city.hiroshima.jp/waseda-k/

082-502-1239

14．各種事業等
で連携・協働して
いる団体等
（団体名記述）

その他
自由記述 牛田山の中腹の住宅地内にあり、学習環境に恵まれている。
幼稚園・保育所 小中学校 高校 大学
企業 NPO 各種団体 行政機関

平和教育、国際理解、男女共同参画社会対応、環境教育等
複合施設 図書館 学校 生涯学習センター

地域防災・減災 デジタル・ディバイドの解消 家庭教育支援 体験活動
地域学校協働活動 障害者の学び支援 日本語教育の推進 義務教育未修了者への支援

伝統文化継承活動 世代間交流活動 こども・若者の居場所づくり 子育て支援

10．予算 市区町村予算 委託金 自治組織等予算 寄附等 その他
11．公民館運営審議会 あり なし その他 早稲田公民館運営委員会

専任 2人 兼任 人 非常勤 2人 ボランティア協力者 人

職員のうち社会教育士の数 人 職員のうち社会教育主事有資格者の数 2人 合計 4人

学級・講座 2,135人 貸館、サークル活動 21,895人 講演会、展示会等 3,982人

その他 23,791人

３．開館日数 293日 ６．来館者のインターネット接続最大端末数 １台

７．運営主体 市町村教育委員会 指定管理者 （公財）広島市文化財団 その他

公民館情報

資料３-１

　公民館の沿革・年表

　左図・写真の説明など（PRポイントなども可）

１．公民館対象人口 5842人 ４．利用可能時間 8:30～22:00

２．建物設置年月日 平成14年7月1日 ５．来館者のインターネット接続環境 無線ＬＡＮ（Wi-Fi等）

集い、学び、つながる、坂の上の公民館 広島市早稲田公民館（広島県）

防災クッキング（友楽タイム）

かまどベンチでの炊き出し訓練



【友楽タイム　～おいでよ　わせだっ子～（子どもの体験活動）】
　子どもの体験活動や異年齢の子ども同士が関わり合う機会が充実し、子どもたちの心と体の成長が促
されるとともに、地域が一体となって地域の子どもを育てる経験を重ね、地域の連帯感が強まった。
　また、普段公民館になじみの少ない子どもや保護者に公民館を身近に感じてもらい､利用者の拡大に
つながった。

【地域防災活動の推進　“日常に「+防災」を”　（地域防災・減災）】
　定期的な会合により地域の関係機関が相互に連携・協力し合える関係が構築された。また、当公民館
が避難情報発令時の避難場所として周知され､機能が向上するなど、地域住民の防災意識の向上につ
ながっている。

●学区の１５組織の代表者で構成する公民館運営委員会の委員と事業計画や結果を共有し、意見を計画に反映させている。
●事業後に参加者アンケートを実施し、事業の改善・検証を行い、今後の事業計画につなげている。
●毎年､来館者200人程度の満足度や意見をモニタリング調査するとともに、エリア内人口と利用者数などの数値による「公民館自己評
価」を実施・検証し､その後の計画・実施に生かしている。

　地域コミュニティの衰退が懸念される中、課題検討組織「７つのネットワーク」（シルバーネット、防災
ネットなど）や「広島市地域コミュニティ活性化ビジョン」（令和４年２月策定）に基づく新たな協力体制「広
島型地域運営組織『ひろしまLMO（エルモ）』」（広島市初）が設置されいる。公民館もその一員として、関
係団体・関係機関と連携・協働しながら､課題解決に取り組み、住み続けたい街、早稲田を目指していき
たい。

【友楽タイム　～おいでよ　わせだっ子～（子どもの体験活動）】
　小・中学生が週末を有意義に過ごすことが求められる中、平成１４年９月に学区の青少年健全育成連
絡協議会を始めとする５団体と当公民館で友楽タイム実行委員会を発足させ､土曜日を中心に様々な体
験活動の機会を提供してきた。その後、小・中学校ＰＴＡを含む８団体も実行委員会に加わり、さらに地
域が一体となった取組となった。「友楽タイム」のネーミングは、小学校の児童が考案した。

【地域防災活動の推進　“日常に「+防災」を”　（地域防災・減災）】
　平成26年の広島土砂災害や学区内が被災した平成30年の西日本豪雨災害を経験したことから､早稲
田学区自主防災連絡協議会が中心となり、令和３年に全国初となる公民館を含む関係機関が日常的に
つながる「早稲田学区地域防災プラットフォーム」を設置した。令和４年に「わせだ防災プラン」を策定、令
和５年に広島市の地域防災計画をもとに本市初となる「早稲田学区地区防災計画」を策定するなど、先
進的に地域防災活動を推進している。

【友楽タイム　～おいでよ　わせだっ子～（子どもの体験活動）】
　モルックや雪あそび（あったか冬まつり）、防災講座など様々な企画を実施し、幅広い体験活動の場を
提供している。また、コロナ感染症が５類に移行した令和５年度以降、小学生５年生からジュニアリー
ダーを募り（令和６年度は１１人）､主体性や異年齢交流を通じた社会性の育成にも努めている。

【地域防災活動の推進　“日常に「+防災」を”　（地域防災・減災）】
　事業実施にあたって、常に防災を意識した事業展開を行っており、早稲田ふれあいまつりなどを実施
する場合には、防災に関する企画も行うこととし、防災に関する意識啓発に努めている。
　また、公民館は避難場所としても活用されており、学区内で開設される２つの避難場所のうちの１つと
なっており､避難場所に必要な毛布なども常時備えている。

５．取組の検証・改善を行う仕組み・方法

６．これから公民館をどのようにしていきたいか。次の仕掛けやビジョンなど

資料３-１

１．取組を進めた要因・背景、地域課題、住民ニーズなど

２．取組内容（力を入れている活動、特徴的な活動、地域課題解決の活動など）

３．取組において公民館が果たした役割、運営の工夫など

４．取組による成果や効果

●起伏・坂道の多い地形でエリア内には100ｍ以上の高低差があり、移動手段が徒歩に限られ､子ども達は学校以外での外出には制約がある。一方で学校週５日制
以降、小中学生が週末を有意義に過ごすことが求められていた｡
●平成26年３月､子ども会が少子化と保護者の負担増により解散し､地域の教育力の低下が懸念され、地域が一体となって子どもを育てる取組が求められていた。
●牛田山の南側山麓にできた住宅地域で、土砂災害などの警戒を要する地域である。

焼きいも大会(友楽タイム）

雪あそび(あったか冬まつり)

写真・図のタイトル

７つのネットワーク組

防災ロビー展示

ぼうさい運動会


